
ｺ-ﾄ

順序

３ - １３

５ - ４

４ - ２６

４ - １０ FINE

６ - １３

５ - １２

１１ - １３

１５ - １１ CZ倶楽部

２１ - １１

１５ - ６

１３ - ７

１１ - １１ 桜香コミックス

１５ - １５

７ - １１

７ - ９

７ - ８ HimeG!

Aコート

戦評

エンドレスローズ

審　判ゲーム チーム名 得　点 チーム名

１回戦 芦屋シーサイド ３７

第１日目：平成２２年４月２５日（日）

ＣＺ倶楽部 １６

ＷＩＮＫ

５３ ＨｉｍｅＧ！

４９ ＷＩＮＫ

３５ ＨｉｍｅＧ！A-⑤ ２回戦 エンドレス ６０

県協会

西神ママドル

県協会

県協会

ＷＩＮＫ４３A-⑥ ２回戦 ３６ビッグママ

第１ピリオド、エンドレスのシュートでスタートし、両チームファールが多く、ゴール下の競り合いが
多かった。リバウンドで勝るエンドレスがリード。第2ピリオド、HimeG!⑯のカットインなどで得点す
るが、エンドレスがディフェンスを頑張りHimeG!は攻めあぐねた。第３ピリオド、HimeG！の外・内
のシュートで追い上げるが、エンドレス22の連続シュートで差は縮まらず、第4ピリオドは、エンド
レスのペースで終了した。

第1ピリオドは、ビッグママが優位だったが、WINKの３Pシュートで15－15の同点にて終了。第2ピ
リオドは、WINK⑥のシュートにより逆転、２２－２６でWINKがリードで終了。第3ピリオドは、単調な
ボール運びで、両チーム共得点にならず、WINKが何とか逃げ切れ終了。第4ピリオドはビッグマ
マの優位にて開始したが、得点差は縮まらず、何度か主導権が入れ替わったがWINKのペース
で終了。

第３１回兵庫県家庭婦人バスケットボール優勝大会結果一覧表
会　場 ： いなみ野体育センター

第１ピリオド残り５分に、HimeG！⑤西がシュートを決めた後、外からのシュートも入り、HimeG！
１３―３CZ倶楽部で終了。第2ピリオド、CZ倶楽部はオフェンスに細かいミスが出て波に乗れない
まま、１7－８で終了する。第３ピリオド、HimeG!は、リバウンド・シュートの確率も高く、ゲームの主
導権を握った、４３－１２で終了。第4ピリオド、CZ倶楽部は攻守とも精細をかいたまま、５３―１６
で終了してしまった。

第１ピリオド両チーム一進一退を繰り返すが、３Pシュート・速攻を決めてWINKが先手を取る。第2
ピリオドに入ると、実力伯仲、互角の戦いになるが、残り１分を切ってからリバウンドシュート・３P
シュートを確実に決めたWINKが優位に立つ。第３・４ピリオドに入り、芦屋シーサイドは粘り強い
ディフェンスを見せ、白熱した戦いになるが、WINKは終始落ち着いたゲーム運びで押し切った。

エンドレス

HimeG！

A-② １回戦

A-③
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ｺ-ﾄ

順序

１４ - ６

１２ - ７

１１ - ２

２１ - ２ 西神ママドル / リトルパンダ

０ - １５

９ - １２

９ - １７

３ - ２６ TMC

７ - １９

７ - １０

９ - ８

２２ - ６ Funnyゴールド

８ - ８

１０ - ４

１８ - ７

１０ - １８ ビッグママ’S

１１ - １２

１０ - １７

１ - １９

５ - １３ ラウンド

ラウンド

西神ママドル

Bコート

戦評チーム名ゲーム チーム名 得　点 審　判

１回戦 ラウンド ５８

県協会

リトルパンダ

１７ ＴＭＣ

Ｆｕｎｎｙゴールド ２１ ビッグママ７０

B-①

B-③ １回戦 西神ママドル ４５

B-② １回戦

４６

県協会

県協会

B-⑥

TMC

桜香クラブ

４３

県協会

県協会

B-⑤ ２回戦 桜香クラブ

２７ ６１

県協会

３７

県協会

リトルパンダ

２回戦 アゲインズ

第1ピリオド、開始早々ラウンド⑯の3Pシュートが決まり、波に乗る。第2ピリオド、ラウンド⑯の2P
シュートが決まり、先攻するラウンドが主導権を握る。第3ピリオド、TMCは、ラウンドの堅守な
ゾーンディフェンスにてこずり、なかなか得点へつながらず、第4ピリオドもTMCのミスが続き、終
始ラウンドのペースでゲームを制した。

第1ピリオド、Funnyゴールドは得点が入らず、0―15で終了。第2ピリオド、負傷者の出たFunny
ゴールドは少ない人数での対戦を余儀なくされる。第3・４ピリオドとビッグママが危なげなく得点
を重ね、Funnyゴールドを寄せ付けない貫禄を見せた。

第１ピリオド、リトルパンダの３Pシュートで始まり、その後も３Pシュート２本、速攻で得点を重ねた。西神ママドルは、リトルパ
ンダの厳しいディフェンスにシュートが決まらなかった。第２ピリオド、リトルパンダの得点はとまった様に思われたが、残り４
分から、スティールで応酬した。第３ピリオド、西神ママドルのディフェンスに粘りが出てリバウンドもよく取れていたが、
シュートミスが多かった。一方、リトルパンダのシュートは堅実だった。第４ピリオド、７点差までつめた西神ママドルが、残り３
分から執拗なディフェンスでスティール、速攻、ミドルシュートを決め波にのり、残り１／２で４３－４３の同点にもちこんだ。残
り１秒でリトルパンダのファール。フリースローを２本とも決め西神ママドルが押し切った。

第1ピリオド、桜香クラブがマンツーマン、ラウンドがゾーンディフェンスで始まる。双方ともによくボールを見
て、パスカット・リバウンド共に互角で８－８で終了。第2ピリオド桜香⑧の3Pシュートが続いて決まりリードす
る。残り1分でラウンド⑱が2本決めて反撃に出るが、及ばず前半を終了。第3ピリオド、スタート2分間はお互
いシュートの入れあいが続くが、ラウンドのパスミスが目立ち始め、桜香クラブの速攻が続き、得点を重ねる。
第4ピリオド、桜香クラブのプレスはゆるまないが、ラウンド⑯の気迫あるプレーで差を縮めるが、桜香クラブ
が逃げ切った。

第1ピリオド、アゲインズリードで始まり、残り１／４西神ママドルが１１－１１の同点に追いつく。第
２ピリオド開始より西神ママドルのファールによるフリースロー・３Pシュートなどでアゲインズが２
９―２１で終了。第３ピリオド、両チームファールが重なり、西神ママドル１点のみ得点。第４ピリオ
ド、アゲインズが着実に得点を重ね、西神ママドルは堅い守りを攻めることが出来ず、６１－２７
でアゲインズ勝利。
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ｺ-ﾄ

順序

８ - ７

２０ - ５

１４ - ６

２３ - ７ 西神ママドル / アゲインズPLUS

９ - １４

１３ - ４

１９ - ５

１７ - １５ 西神ママドルS / 西播磨ドリーム

ｺ-ﾄ

順序

１６ - ８

８ - ７

１０ - １５

３ - １４ 西播磨ドリーム / エンドレスローズ

１４ - １５

３位 １４ - １１

決定戦 ７ - ６

７ - １４ アゲインズPLUS / エンドレスローズ

順位

優勝

２位

３位

第２日目：平成２２年５月４日（火）

得　点 チーム名 審　判

A-① 準決勝 エンドレス ６５

県協会

県協会

A-④ エンドレス ５８ アゲインズ

チーム名 審　判

県協会

県協会

得　点

Bコート

戦評

B-④ ＷＩＮＫ ４２

県協会

県協会

４６

B-①

チーム名

エンドレス

５位アゲインズ

４４

ゲーム チーム名

準決勝 桜香クラブ ３７

桜香クラブ

県協会

県協会

Aコート

戦評

決勝

２５ ＷＩＮＫ

ゲーム

３８

チーム名

桜香クラブ ６位 西神ママドル

  順位 チーム名

４位 ＷＩＮＫ

HimeG！

アゲインズ

第１ピリオド、両チーム３Pシュートや速攻などでゴールを狙うが、お互いなかなか決まらず、波に乗れない時
間帯が続いた。第2ピリオドは、両チーム３Pシュートがはいり始めるが、エンドレスが長身を生かし多彩な攻
めやリバウンドで優位に得点を重ねた。第３ピリオド、WINKはゾーンディフェンスをひくが、リバウンドがとれ
ず、徐々に点差が広がる。更に22・⑬の３Pシュートで引き離す。第4ピリオドに入っても、WINKは攻め手が無
く、エンドレスは３Pシュートが良く決まり勝敗を決した。

第１ピリオド立ち上がりは、両チーム共マンツーマンディフェンス。アゲインズが積極的に攻め
リードするが、第2ピリオド、エンドレスが速攻で逆転する。第３ピリオド、エンドレス⑪⑯の連続得
点で、一気にリードを広げる展開で始まった。エンドレスのスピードの勢いを止めることができ
ず、リードを広げる。第4ピリオド、メンバーチェンジで流れが悪くなったエンドレスに、アゲインズ
が得点を重ねていったが、エンドレスがリードを守りきり逃げ切った。

第１ピリオド、両チーム共マンツーマンディフェンスでスタート。甲乙付け難い好ゲーム。第2ピリオドにはいっ
ても、一進一退が続き、シーソーゲームで前半終了。第３ピリオド、外からのシュートも、両チーム決まり、桜
香クラブが速攻を出すがなかなかシュートが決まらず、いいプレーも出るが３点差で終える。第4ピリオド、
WINKの３Pシュートが決まり、桜香クラブのファールが多くなり、フリースローで点差が開きそうになるが、桜香
クラブのディフェンス・オフェンスリバウンドも頑張り、残り１／２で追いつき、ノータイムで逆転。残り１２秒で桜
香クラブ⑪のファールで、WINKがフリースロー得るが決めきれず、４６－４２で桜香クラブの勝利。

第１ピリオド、両チームハーフマンツーマンディフェンスで始まる。アゲインズが３Pシュートとインサイド・ドライブと多彩な攻めで試合を進めた。桜
香クラブはディフェンスを厳しくして速攻でリズムをつかみ、得点を重ねダブルスコア―で終了。第2ピリオドに入っても、アゲインズはミスが多く攻
撃に乗り切れない。一方、桜香クラブは思いっきりのいい⑥の３Pシュートで勢いづき、⑧の固い守備が、アゲインズの攻撃の目をつんだ。
第３ピリオド、両チーム、マンツーマンディフェンスで、互角で始まる。インサイドをアゲインズが攻め、桜香クラブも３Pシュートで得点、４点差まで
追い上げた。第4ピリオド、アゲインズはゾーンディフェンスに。残り６分、アゲインズ⑪が３Pシュートを決め逆転。桜香クラブがゾーンディフェンス
を攻めきれない間、アゲインズの粘り強いゴール下で着実に得点。残り１分マンツーマンディフェンスに戻したアゲインズがパスカットをさそい、得
点につなげ、３７－４４で底力を出して勝利した。
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